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漣痕(Ripp1emarks)

はるかに朝鮮半島の山々かのぞまれる対馬の西海岸はその景色あ蟻晴

らしいことで近年有名に狂った.漣痕は堆積構造の一種で砂岩の上

出ミアガタシジミ

面によく観察される現象で写真は長崎県上県郡上県町鹿児港入口の東

岸にみられその地層は対州層群(古第三紀)である.

漣痕はある一定の強さをもつ波浪水流および気流の作用により形成さ

れる.一般に営力の遠いにより水流漣痕波漣痕風成漣痕干渉

漣痕の4つに分けられる.水流漣痕はさらに線状および舌状漣痕など

に区分される.

写真は舌状漣痕であり現在でも同様衣ものカ茎水路の水底などでしばし

ば観察される.この写真の舌状漣痕が示す古流向は斜右上方から左下

方に向って流れたことを示す.

漣痕はフルｰト･キャストや斜層理などの堆積構造の研究と同様に古

地理復元の一手段として盛んに研究調査カミ行なわれるようになった.
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